
大人の知らない子ども・若者の不安
渋井哲也 

（フリーライター、中央大学非常勤講師） 
＠shibutetu
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１９９９年４⽉ 東洋⼤学⼤学院⽂学研究科教育学専攻⼊学。２００１年３⽉ 同修了。�

近刊鱴、「学校鱑⼦鱮鲇鲗殺鱞鱭鱒」（論創社、２０２０年５⽉）。�

著書鱰「鲚鳆鳃鳖鲱 鳅鲻鳀鲗匿名鱬漂鱋⼈々」（情報鲳鳫鲷鱅出版局、２００１年１０⽉）、「鲹鳛鲻鳀依存症候群」（教育史料出
版会、２００３年７⽉）、「出会鱉系鲭鲜鳀鱭若者鱤鱦」（洋泉社、２００３年８⽉）、「鳅鲻鳀⼼中』（NHK出版、２００４年２
⽉）、「男⼥７⼈鳅鲻鳀⼼中 鳖鳢鲚鱴鱯鱡死鲘鱥鱳鱐」（紀元社、２００５年１⽉）、「鲩鱅鲷鲜・鳅鲻鳀鲗駆使鱞鲐⼦鱮鲇、不安
鱯⼤⼈」（⻑崎出版、２００５年１１⽉）、「鲞鲟鳎恋愛」（筑摩書房、２００６年１０⽉）、「若者鱤鱦鱴鱯鱡⾃殺鱞鲐鱳鱐」（⻑
崎出版、２００７年４⽉）、「学校裏鲭鲜鳀 進化鱞鲐鳅鲻鳀鱉鱝鲆」（晋遊舎、２００８年４⽉）、「実録・闇鲭鲜鳀事件簿」（幻
冬舎、２００９年５⽉）「解決！学校鲧鳤鱅鳘」（河出書房新社、２００９年６⽉）、「⾃殺鲗防鱕鱤鲆鱳鱉鱔鱩鱐鱳⼿鱑鱐鲏」（河
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１、若者層を中心に抱く「生きづらさ」 
２、「生きづらさ」の感情が行き着いた座間事件 
３、上昇傾向が続く10代の自殺率　コロナだけじゃない 
４、「学生・生徒等」の自殺が急上昇した 
５、居住地と発見地の差異 
６、自殺の理由 
７、自殺の場所
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文科省と厚労省、警察庁の連携強化 虐待死を調査する「Child Death Review 」 
の拡大

子ども・若者のケアと権利をベースとし
た専門的な省庁（部局）を設置する
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「⽣きづらさ」という⾔葉を使った記事数
（朝⽇新聞、毎⽇新聞）

朝⽇新聞 毎⽇新聞

取材で初めて
言葉を聞く

記事で初めて
使う

書籍や論文で
使う

「ネット心中」

自殺対策基本法

自殺配信

性的少数者

座間事件
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「 ⽣鱒鱪鲎鱚」……鱚鲃鱛鲃鱯悩鲄鲗感鱝鱫鱉鲐鱖鲑鱮鲇、鱋鲃鱔⾔葉鱰表現鱬鱒鱯鱉感情。想鱉鲗⾔葉鱰鱞鲐鱘鱭鲗『鲣鳗�鳫鲨・
鲚鲞鳀（coming�out）＝⾔語化』鱭鱉鱉鲃鱞鱑、想鱉鲗⾔葉鱰出来鱒鱟鱰⾏動鱰表鱞鱘鱭鲗『鲚鲧鲾鲛鳫鲨・鲚鲞鳀（acting�out）＝
⾏動化』鱭呼鱸鲃鱞。鲚鲧鲾鲛鳫鲨・鲚鲞鳀鱳中鱰鱴、援助交際鲉家出、依存症、⾃傷⾏為、⾃殺未遂鱯鱮鱑考鱍鲎鲑鲃鱞。



生きづらさ

「生きづらさ」ってどんな感情？

居場所がない
本当の自分じゃない 良い子でいなきゃ

見捨てら
れたくな
い

希望がない自信がない死にたい 
消えたい

どうなって
もいい
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座間事件の反応（座間アンケートより）

本⼈たちは死にたいと思っていたのだから、結果的には死ぬという⽬的は果たせたわけだけど、惨すぎる�
⾃殺願望、希死念慮を否定しないで欲しい。�
殺された⼈の代わりに死にたかった。�
殺すのは良くないが結果的に死ねたのは羨ましい。�
私はそうはなりたくないって思った。死ぬなら⾃分で死にたい�
別に死にたい⼈だったのなら殺してもよかったんじゃないかと思った�
私がかわりになれていたら、ご本⼈やご親族が恐い思いをしたり、悲しむ事もなかったと思った�
すごい今どきの事件やと思った。死にたいんやったら⼀⼈で死ねばいいもののさ、最後まで⼈求めてさ寂しかったんやろうなみんな。�
死にたい気持ちは分かる。実際に実⾏出来ていて勇気があるなと思った。�
羨ましい。私が切られた時は⾃傷⾏為してるからとされたところ⽴件難しいまで⾔われたのに。�
私も10⼈⽬として遺体で発⾒されたかった�
誰かやるだろうなって思った。�
羨ましい�
捕まって欲しくなかった�
10⼈⽬になりたかった。�
どうせみんな忘れてなんの解決も対処もしないまままた同じことが起きるんだろうなと思った�
死なせて欲しい�
代わりになりたい�
1⼈で死ねない奴が付け込まれた事件が起きたと思った�
本望だったのか死にたくなかったのか真実が分からない。私も混ざりたかった。�
羨ましい、私も殺されたかった�
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１０代の自殺者増加傾向

コロナ禍で急増の自殺 データは何を語るのか - 高橋義明（中曽根平和研究所） 
https://blogos.com/article/495961/

男性 女性
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⾃殺死亡率推移（１０代、⼈⼝動態統計）
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新型コロナ問題だけなのか？
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⽉別⾃殺者数推移（「学⽣・⽣徒等」総数）
厚⽣労働省「地域における⾃殺の基礎資料」より、渋井が作成
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⽉別⾃殺者数推移（中学⽣）
厚⽣労働省「地域における⾃殺の基礎資料」より、渋井が作成

中学⽣総数 中学⽣男 中学⽣⼥
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⽉別⾃殺者数推移（⾼校⽣）
厚⽣労働省「地域における⾃殺の基礎資料」より、渋井が作成
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２０１０年以降最多
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⽉別⾃殺者数推移（⼤学⽣）
厚⽣労働省「地域における⾃殺の基礎資料」より、渋井が作成
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２０１２年以降最多
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居住地と発見地の差異　2019
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住居地と発見地が違う 
ということは環境整備が必要では？
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居住地と発見地の差異　2020
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２０歳未満の⾃殺者の「原因・動機」の推移

家族問題 健康問題 学校問題 不詳

不詳が急増した
健康問題は過去10

年の8月で最多

家庭でのストレス？

学校問題が急増 
人間関係が変化？
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取材から見えてくる学校問題

学校内のハラスメント（立場利用の性的な問題を含む）

教師の不適切指導（特に、暴力を伴わない指導）

いじめ問題への対応（調査委員会設置をめぐって）
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理不尽な校則、部則



2020年 11月 14日

辱明   I=1  棄斤  青 |
4日 (1た ) 第3種郵便物認可

「指導は不適切」遺族ほっと
生
徒
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さ
せ
た
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摘

息
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を
わ
か
っ
て
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ら
え
た
―

。
札
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市
の

道
立
高
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１
年
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男
子
生
徒
（当
時
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）
が
２
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１
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年
に

自
殺
し
た
の
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教
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受
け
た
不
適
切
な
指
導
が
原
因
だ
った
な
ど
と
し
て
、
母
親

（５３
）が
道
に
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
。
１３
日
の
札
幌
高
裁

の
控
訴
審
判
決
は
、
母
親
の
控
訴
を
棄
却
し
た
が
、
指
導
は

不
適
切
だ
っ
た
と
認
定
し
た
っ
息
子
の
死
か
ら
７
年
８
カ

月
。
母
親
は
「息
子
に
報
告
で
き
る
」
と
語
っ
た
。　
．

（機蔀
征
紀
、彙量
文
子
、前
田健
汰
、片
山
健志
）

判
決
に
よ
る
と
、
生
徒
は
１３

年
３
月
、
地
下
鉄
ホ
ー
ム
か
ら

飛
び
降
り
て
自
殺
し
た
。
メ
ー

ル
の
や
り
取
り
な
ど
を
め
ぐ
り

他
の
吹
奏
楽
部
員
ら
と
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
て
い
た
。
自
殺
前
日

に
は
複
数
の
部
員
を
め
ぐ
る
発

言
に
つ
い
て
、
顧
間
か
ら
「す

ご
い
こ
と
を
吹
聴
し
て
い
る
と

聴
い
た
。
俺
な
ら
お
前
の
家
に

怒
鳴
り
込
み
、
名
誉
躁
嵩
で
訴

え
る
。
何
の
こ
と
か
わ
か
っ
て

悠
太
さ
ん
の
遺
影
と
と
も

に
会
見
す
る
母
親
（左
）

と
姉
１１
札
幌
市
中
央
区

い
る
な
」
と
雌
鷲
さ
れ
た
。
部

活
を
続
け
る
条
件
と
し
て
、
他

の
部
員
に
メ
ー
ル
を
一切
し
な

い
よ
う
求
め
ら
れ
た
。

母
親
は
１６
年
３
月
の
提
訴
か

ら
一貫
し
て
、
自
殺
の原
因
を

「顧
間
か
ら
理
不
尽
な
出
翼
を

一方
的
に
受
け
、
精
神
的
に
追

い
詰
め
ら
れ
た
た
め
だ
」
と
主

張
し
て
き
た
。

昨
年
４
月
の
一審
判
決
は
、

学
校
が
自
殺
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
回
答
の
原
本
を
破
棄
し
た

の
は
道
の
文
書
管
理
規
定
に
違

反
す
る
と
し
て
、
道
に
１
１
０

万
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
。
一

方
、
顧
間
の
指
導
は
「過
度
に

精
神
的
苦
痛
を
与
え
た
と
は
い

え
ず
、
不
相
当
で
は
な
い
」
と

判
断
し
た
。

控
訴
審
判
決
で長
谷
川
恭
弘

裁
判
長
は
、
自
殺
前
日
の指
導

に
つ
い
て
「指
導
方
法
は
適
切

と
は
い
え
ず
、
教
育
効
果
を
発

揮
す
る
ど
こ
ろ
か
い
か
え
っ
て

生
徒
を
混
乱
さ
せ
た
」
と
指

摘
。
「
『す
ご
い
こ
と
』
の
内

容
を
具
体
的
に
説
明
し
た
り
、

生
徒
に
確
認
し
た
り
し
て
お
ら

ず
、
指
導
対
象
に
な
る
事
実
関

係
を
適
切
に
確
認
し
て
い
な

道
立
高
生
自
殺
控
訴
は
棄
却

い
。
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う

に
説
明
し
た
形
跡
が
な
い
」
と

し
、
メ
ー
ル
禁
止
に
つ
い
て
も

「趣
旨
は
判
然
と
し
な
い
」
と

し
た
。
「不
合
理
な
指
導
」
と

評
価
し
た
う
え
で
「組
織
的
な

対
応
を
す
れ
ば
十
分
回
避
で
き

た
」
と
述
べ
た
。

「結
果
は
棄
却
だ
っ
た
が
、

悠
太
の
気
持
ち
を
く
み
取
っ

て
、
丁
寧
に
事
実
認
定
し
て
く

れ
た
」

・

判
決
後
、
札
幌
市
内
で
開
か

れ
た
会
見
で
、
母
親
と
姉
（２６
）

は
息
子
の
名
前
を
明
か
し
、
ほ

っ
と
し
た
よ
う
な
表
情
を
見
せ

た
Ю母

親
は
「裁
判
官
が
悠
太
の

気
持
ち
を
知
ろ
う
と
し
て
丁
寧

に
判
断
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

一方
、
判
決
は
指
導
を
自
殺

の
契
機
と
は
認
め
た
が
「そ
れ

自
体
で自
殺
を
招
く
、
強
い
心

理
的
負
荷
を
与
え
る
危
険
な
指

導
方
法
と
ま
で
は
い
え
な
い
」

と
指
摘
。
「自
殺
の
兆
候
が
多

く
見
ら
れ
た
と
は
い
え
ず
予
見

は
困
難
だ
った
」
と
し
て
、
自

殺
を
回
避
す
る
義
務
違
反
を
認

め
な
か
った
。

生
徒
が
自
殺
す
る
約
４
分
前

に
他
の
部
員
に
送
った
メ
ー
ル

の
内
容
か
ら
、
当
時
の
生
徒
の

心
理
状
態
を
分
析
し
、
顧
間
の

指
導
を
契
機
と
し
、
孤
立
感
や

自
分
を
無
価
値
だ
と
思
う
こ
と

は
と
て
も
あ
り
が
た
く
、
感
謝

し
て
い
る
」
と
話
し
た
。
姉
は

「ど
う
し
た
ら
救
え
た
か
、
顧

間
の
独
断
で
な
け
れ
ば
救
え
た

の
で
は
、
と
考
え
て
く
れ
た
こ

と
が
う
れ
し
い
。
悠
太
に
報
告

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と
時

折
涙
ぐ
み
な
が
ら
語
っ
た
。

悠
太
さ
ん
の
死
か
ら
７
年
８

カ
月
、
提
訴
か
ら
４
年
以
上
が

過
ぎ
た
。
母
親
は
「本
当
は
裁

判
は
起
こ
し
た
く
な
か
っ
た
■

な
ど
で
、
自
殺
以
外
の
選
択
肢

が
思
い
浮
か
ば
な
く
な
り
自
殺

に
至
った
と
推
察
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
破
棄
に
つ
い

て
は
「自
殺
の
原
因
を
調
査
す

る
資
料
と
し
て
利
用
で
き
な
く

な
り
、
母
親
の
利
益
が
侵
害
さ

れ
た
」
と
し
て
、
道
に
１
１
０

万
円
の
支
払
い
を
認
め
た
一審

判
決
を
維
持
し
た
。

長
谷
川
裁
判
長
は
判
決
要
旨

を
読
み
上
げ
た
後
、
「悲
し
い

で
き
ご
と
が
繰
り
返
さ
れ
な
い

よ
う
、
教
育
現
場
で
専
門
家
と

連
携
し
た
対
応
が
さ
れ
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

と
も
明
か
し
た
。
当
初
は
学
校

と
情
報
を
共
有
し
て
悠
太
さ
ん

が
な
ぜ
亡
く
な
っ
た
か
を
知
り

た
い
と
思
っ
た
が
、
「ア
ン
ケ

ー
ト
の
回
答
の
原
本
を
廃
棄
し

た
り
、
学
校
と
話
を
し
よ
う
と

し
て
も
断
ら
れ
た
り
し
て
、
こ

の
ま
ま
で
は
悠
太
の
こ
と
が
わ

か
ら
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま

う
と
思
っ
た
」
と
振
り
返
っ

た
。控

訴
審
で
は
、
顧
間
が
悠
太

踏み込まなかったのは残念
「『指導死』親の会」の大貫隆志・共同代表の話
顧間の指導が適切といえないと指摘した点は一歩

前進だ。ただ、指導がなければ自殺はなかった、と
まで踏み込まなかつたのは残念。教員の指導で子ど
もが命を絶たざるを得ないほど追い詰められること
への社会的認知が進まないことが、指導死が繰り返
される背景にある。判決は 1ヽ校内の「組織的な対応」
で不合理な指導を回避できた、とした。「組織」の
一言は、顧間にやりたい放題やらせていた学校全体
の問題を突いたのだと思う。この事件では、本来行
われるべき背景の調査がされなかった。今からでも
詳しく調べることが再発防止の第一歩となる。

生徒に寄り添い 必要だった
稲葉浩―・北海道教育大鳩川校准教授 (教育社会

学)の話 この生徒の自殺の背景にはさまざまな事
情があり、顧間の指導一つが原因だつたとは言いが
たい。このケースで自殺の予見可能性が法的に認め
られると、教育現場のあらゆる指導が死と結びつけ
られかねず、棄却の判断は妥当と考える。ただ、亡
くなった前日の指導には問題があつた。どんなトラ
ブルがあったにせよ、伝聞の場合、1対 1で事実確
認するのが鉄則だからだ。生徒に寄り添って聞き取
ることが、叱ることとセットで必要だったかもしれ
ない。つらい時、死以外の道があると生徒にどう伝
えるか、教育現場も社会も考える必要がある。

さ
ん
の
自
殺
後
、
保
護
者
説
明

会
で
語
った
録
音
記
録
な
ど
の

新
証
拠
を
提
出
し
た
と
い
う
。

母
親
は
「道
教
委
に
は
、
判

決
で
指
摘
さ
れ
た
部
分
を
考
え

て
も
ら
い
た
い
」
と
語
っ
た
。

上
告
す
る
か
ど
う
か
は
、
ま
だ

わ
か
ら
な
い
と
い
う
。

厳
粛
に
受
け
止
め

道

教

委

道
教
育
委
員
会
の
池
野
敦
総

務
政
策
局
長
は
「主
張
が
認
め

ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
が
、
判

決
に
つ
い
て
は
厳
粛
に
受
け
止

め
ま
す
」と
の
談
話
を
出
し
た
。

鰺漑畿艤爾蠅綴慇艤鰯濾臨霧麟

購鰯鰺
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「悠
太
の
気
持
ち
く
ん
で
く
れ
た
」

`
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札
幌
市
の
」導
讐
ロー業
の
男

子生
徒
――
当
時
（１６
）＝
が
２
０

１
３
年
に
自
殺
し
た
の
は
、
所

属
す
ス破
一奏
蝶
螂
の
顧
間
の
男

仲教
諭
か
ら
叱
贅
さ
れ
た
の
が

原
因
と
し
て
、
生
徒
の
母
親

（５３
）が
道
に
対
し
、
約
８
４
０

０
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
た

訴
訟
の
控
訴
審
判
決
で
、
札
幌

高
裁
は
１３
日
、
母
親
の
控
訴
を

棄
却
し
た
。
長
谷
川
恭
弘
裁
判

長
は
、
顧
間
の
叱
黄
を
不
適
切

な
指
導
と
認
め
た
が
、
自
殺
の

予
測
は
困
難
だ
った
と
し
て
法

的
責
任
を
否
定
ピ
塁
な
いの
高

校
の対
応
に
限
り
、
道
に
１
１

０
万
円
の賠
償
を
命
じ
た
一警

処
騒
磐
一判
決
を
支
持
し
た
。

判
決
によ
る
と
、
生
徒
は
１３

年
１
月
、
他
の
部
員
と
メ
ー
ル

の
や
り
と
りな
ど
で
ト
ラ
ブ
ル

と
な
り
、
同
年
３
月
に
は
別
の

発
言を
巡
って
顧
間
か
ら
「俺

の
子
ど
も
が
一ヨ
われ
た
ら
、
お

ま義わ家に怒鳴り込んで名

誉
毀
損
で
訴
え
る
」
と
叱
董
さ

れ
た
奎
活を
続
け
る
条
件
と

し
て
、
部
員
に
一切
メ
ー
ル
し

な
い
こ
と
な
ど
も
要
求
さ
れ
、

生
徒
は
翌
日
に
自
殺
し
た
。

判
決
理
由
で
長
命
川尋動
長

は
、
自
殺
一理
目の
顧
間
の
言
動

に
つ
い
て
、
「丁
筆
な
事
実
確

認が
な
く
、
条
件
を
示
し
た
理

由
も
判
然
と
し
な
い
」と
述
べ、

不
適
切
と
認
め
た
っ
「生
徒
を

混
乱
さ
せ
、
自
殺
の
契
機
に
な

った
」
と
も
一種
翌
）た
。

捲
、
自
鷲
堪
の
贄

と
の
関
係
も
影
響
し
て
お
り
、

「死
を
招
く
ほ
ど
の
心
理
的
負

荷
を
伴
，２
理
と
ま
で
は
言
え

な
い
」
と
し
た
。
自
殺
の兆
候

が
多
く
見
ら
れ
た
と
も
い
え

ず
、
叱
貴
後
に
防
ぐ
のは
困
難

だ
った
と
し
て
、　
一審
に
続
い

て
顧
間
の
費
任
を
認
め
な
か
っ

た
。一方

、
高
校
が自
鶯原
因
の

調
査
の
た
め
、
在
校
生
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
った
が
、
道
教
委

が
規
定
す
る
５
年
間
の
保管
期

限
に
違
反
し
、
回
答
文
書
を
廃

葉
し
た
と
認
定
し
た
。
「母
親

が
自
殺
原
因
を
調
べ
る
資
料
に

利
用
で
き
な
く
な
り
、
保
護
者

の
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
」
と
判

断
し
、
高
校
を
設
置
す
る
道
に

賠
優
を
命
じ
た
一審
判
決
空
文

持
し
た
。

判
決
を
受
け
、道教
委
は
一三

張
が
認
め
ら
れ
た
と
考
え
る

が
、
厳
粛
に
受
け
止
め
る
」
と

コメ
ン
ト
し
た
。
（申
秋
良
太
）

道
立高
１
年
生
の自
殺
を
巡

る
訴訟
で
１３
日
の
控
訴
審
判

て
続
け
た
生
徒
の
遺
族
は
複
雑

な
心
境
を
打
ち
明
け
た
。

「息
子
に
何
が
あ
り
、
ど
ん

な
気
持
ち
だ
った
か
裁
判
所

は
Ｔ寧
に
分
析
し
て
く
れ
た
」。

生
徒
の
母
親
は
判
決
後
の
記
者

会
見
で
、
吹
奏
楽
部
で
担
当
し

た
ト
ラ
ン
ペ
ット
を
手
に
す
る

生
徒
の
遼
影
を
公
開
し
、
受
け

止
め
を
語
った
。

進
族
は
一貫
し
て
「真
相
の

解
明
」
を
望
ん
で
き
た
。
自
殺

後
は
高
校側
と
思
う
よ
う
な
対

話
が
で
き
ず
、
２
０
１
６
年
３

月
に
提
訴
。顧
間
の
言
動
を
「適

切
な
鐘
導」
と
し
た
一塞頭
一決

に
凛盤
一い
か
ずｔ雖訴
し
た
。

控
訴
審
で
は
、
指
導
死
に
関

す
る
記
事
や
裁
判
例
を
調
べ
て

高
裁
に
提
出
しご
滉
研の
変
更

を
求
め
た
。
顧
間
の
指
導
が
不

適
切
と
認
め
ら
れ
、母
親
は
「今

後
に
警〓鍾を
鳴
ら
す
判
決
」
と

意
義
を
述
べ
た
。

た
だ
し
、　
一審
の
結
論
は
覆

・ら
な
か
った
。
教
育
評
論
家
の

武
田
さ
ち
子
さ
ん
に
よ
る
と
、

全
国
で
は
１
９
５
２
年
以
降
、

１
１
５
件
の
指
導
死
が
発
生
。

う
ち
邪
作で
遺
族
ら
が
訴
訟
を

起
こ
し
た
が
、
学
校
側
の
責
任

が
全
面
的
に
認
め
ら
れ
た
例
は

２
件
だ
け
と
い
う
。

判
選
冒い
渡
し
後
、
裁
判長

は
「悲
し
い
出
来
事
が
繰
り
返

さ
れ
な
い
よ
う
な
対
応
を
願

２
ン付
一一一Ｅ
た
。母
親
は
藪

育
委
員
会
は
子
ど
も
の
自
殺
を

防
ぐ
対
策
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
会
見
に

同
席
し
凛
畑（２６
）は
「弟
の
よ

う
に
絶
望し
て
死
に
追
い
詰め

ら
れ
る
子
が
減
って
ほ
し
い」

と
訴
え
た
。　
（中
秋
卑
δ

顧
間
の
叱
責
は
不
適
切

亡くなつた生徒の遭影を手に会見する生徒の姉 (右)と母親

決ほ
顧
間
の
叱
資
を
不
適
切
と

し
た
一衣
賠
償
は
認
め
な
か

った
。
教
員
の
指
導
が
関
連
す

る
子
ど
も
の
自
殺
は
「指導
死
一

と
呼
ば
れ
、
全
国
で
相
次
ぐ
。

週
一決
が
子
ど
も
に
配
爾じ
た

指
導
に
結
び付
い
て
ほ
し
い
」。

訴訟
を
４
年半
以
上
に
わ
た
っ

鰈魃蝙躙晰 饒
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自殺

自殺念慮

エピソード

強化するエピソード
強化するエピソード

生きづらさ

自殺直前？のエピソード
うつ状態
うつ病　等

手段 環境

いじめ等

いじめ等

いじめ等

いじめ等

当事者とは
限らない いじめ後遺症 数日から１日

のときも

何十年のときも

無自覚なときも
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２１０２０４　参議院自民党不安に寄り添う政治の在あり方勉強会

子ども、若者の自殺の理由を探る＝Child Death Reviewの自殺版を作る＝心理学的剖検の導入 
（文科省調査では児童生徒の自殺の理由のうち５９.３％が「不明」、2020年11月まとめ）

提言～学校問題に限って～

いじめ対策防止対策推進法の改正（超党派の勉強会による試案を中心に、2019年に議論された）

「生徒指導提要」（2010年）=生徒指導の指針=の更新 
（そのために、有識者会議を再設置、将来的には、体罰や暴言を含む不適切な指導を禁止する基本法を整備する）

いじめや不適切な指導による等後遺症を継続的にケアをする

地位を利用した教師の、児童生徒へのハラスメントを防止する法整備（刑法：性犯罪に関する刑事法検討会）

恋人や友人を含む「遺族」の継続的なケア

「SOSの出し方教育（自殺対策大綱）」とともに、周囲の大人の「SOSの受け取り方教育」を 
（「児童生徒の自殺予防に関する調査研究協力者会議」で議論中）



compassion
（共感共苦）

２１０２０４　参議院自民党不安に寄り添う政治の在あり方勉強会



ご清聴ありがとうございました。

フリーライター　渋井哲也

質問、問い合わせ等は
hampen1017@gmail.com
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